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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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幹
部
職
員
は
「
心
配
は
職
員

の
メ
ン
タ
ル
問
題
。
同
僚
、

先
輩
、
後
輩
が
大
津
波
に
流

さ
れ
る
の
を
目
の
あ
た
り
に

し
、
自
ら
も
家
族
や
家
を
失

い
、
帰
る
家
も
無
く
、
着
の

身
着
の
ま
ま
で
泊
ま
り
込
み

頑
張
っ
て
い
る
が
…
」
と
話

す
▼
自
治
労
連
の
要
請
で
被

災
自
治
体
を
見
た
精
神
科
医

師
は
、「
こ
の
よ
う
な
震
災

の
後
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
ス

ト
レ
ス
障
害
と
な
る
。
う
つ

症
状
や
不
安
感
が
ひ
ど
い
人

は
治
療
が
必
要
。
当
局
が
、

正
常
に
機
能
し
て
い
な
い
も

と
で
、
労
働
組
合
・
役
員
が

最
も
身
近
な
存
在
と
し
て

〝
パ
イ
プ
役
〟を
果
た
す
こ
と

が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
▼
同
じ
労
働
者
と
し
て
胸

が
痛
む
。
被
災
地
を
支
え
る

た
め
に
、
全
国
か
ら
行
政
実

務
の
応
援
は
急
務
だ
。

東
日
本
大
震

災
で
大
打
撃

を
受
け
た
岩

手
県
沿
岸
の

自
治
体
▼
大

槌
町
の
あ
る

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

一
手
目
の
好
手
か
ら
二
眼
を

作
り
ま
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上
）

国税労組の妥結は職員の声に反する

マ
ス
コ
ミ
報
道
も
批
判
強
め
る

　

政
府
が
閣
議
決
定
を
狙
っ

て
い
る
６
月
３
日
（
金
）
に

向
け
、
東
海
地
連
・
愛
知
東

支
部
も
「
ス
ト
ッ
プ
賃
下
げ

押
印
署
名
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「〝
あ
き
ら
め
の

声
〟
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
訴

　

職
員
の
生
活
を
破
壊
し
、
仕
事
の
誇
り
す
ら
も

奪
う
政
府
の
「　

％
賃
下
げ
提
案
」
―
―
。
職
場

10

か
ら
怒
り
の
声
が
全
国
税
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
部
へ
投
書
が
相
次
い
で
い
る
ほ
か
、
東
京

地
連
・
神
田
分
会
で
は
〝
賃
下
げ
反
対
押
印
署
名
〟

に
取
り
組
み
、
１
５
０
名
を
超
え
る
反
対
の
意
思

を
集
約
し
て
い
ま
す
。

協
議
会　
（
壁
新
聞
を
見
せ
）

賃
下
げ
提
案
に
反
対
の
上
申

を
せ
よ
。

長
官　

人
勧
に
基
づ
か
な
い

賃
下
げ
に
反
対
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
承
っ
た
。
し
か
し

意
見
を
言
う
立
場
に
な
い
。

協
議
会　

法
律
を
執
行
す
る

立
場
の
政
府
が
、
法
律
を
曲

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

を
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
こ
と

こ
そ
「
政
府
の
一
員
」
と
し

て
長
官
の
責
務
だ
。

長
官　

閣
議
で
は
、
極
め
て

異
例
で
、
総
務
大
臣
が
説
明

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

え
た
方
の
殆
ど
が
署
名
に
応

じ
て
く
れ
た
」
と
川
澄
さ
ん

（
豊
橋
分
会
）
は
語
り
ま
す
。

　

本
部
に
次
々
寄
せ
ら
れ
る

投
書
に
は
、「
国
税
労
組
は

組
合
員
に
説
明
が
な
い
ま
ま

妥
結
し
た
」「
こ
の
ま
ま
で
は

生
活
苦
に
な
る
」
と
現
状
を

訴
え
る
声
が
集
中
。「
貴
組

合
に
は
、
こ
う
い
う
実
情
を

汲
ん
で
い
た
だ
き
、
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
激
励

も
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
各
社
も
批
判
を

強
め
て
い
ま
す
。「
人
事
院

勧
告
骨
抜
き
」（
５
月　

日
24

「
日
経
」
見
出
し
）
な
ど
新
聞

各
紙
も
記
事
中
で
、
そ
の
違

法
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

全
国
税 
賃
下
げ
反
対
の
上
申
を

長
官 
意
見
を
言
う
立
場
に
な
い

意
見
を
言
う
立
場
に
な
い
。

協
議
会　

震
災
復
興
で
身
を

削
っ
て
い
る
職
員
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
す
に
等
し
く
、
復

興
財
源
で
も
な
い
。
財
源
確

保
の
議
論
も
抜
き
に
賃
下
げ

で
は
話
が
逆
だ
。

長
官　

職
員
の
職
務
へ
の
精

励
と
被
災
地
で
の
勤
務
に
、

長
官
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ

る
。
一
方
、
今
回
の
件
は
総

務
大
臣
を
責
任
者
と
し
て
お

り
、
現
時
点
で
意
見
を
申
し

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

重
大
な
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
た
。

官
民
労
働
者
ら

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

○
地
方
都
市
は
消
費
の
冷
え

込
み
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

し
た
店
が
増
え
、
地
元
百
貨

店
が
つ
ぶ
れ
て
い
く
。
公
務

員
賃
金
の
抑
え
込
み
で
地
方

の
苦
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

（
青
森
県
支
部
・
立
柳
さ
ん
）。

○
〝
火
事
場
ド
ロ
ボ
ウ
〟
の

よ
う
な
政
府
は
許
せ
な
い
！

「
連
合
が
合
意
」の
報
道
を
見

た
職
員
か
ら
、「
組
合
員
の

意
見
聞
か
ず
に
何
を
し
て
い

る
」「
そ
れ
で
も
労
働
組
合

か
」
の
声
が
上
が
っ
た
（
新

潟
県
支
部
・
仲
林
さ
ん
）。

○
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
や
る
べ
き
こ
と
は
、
復
興

支
援
。
賃
下
げ
あ
り
き
の
労

働
組
合
で
は
、
国
民
や
職
員

の
要
求
実
現
は
で
き
ま
せ
ん

（
埼
玉
県
支
部
・
真
貝
さ
ん
）。

　

中
央
行
動
が
行
わ
れ
た
５

月　

日
、
国
公
労
連
は
各
単

25
組
の
代
表
者
を
併
せ
た
総
勢

　

名
の
交
渉
団
で
、
政
府
・

20総
務
省
交
渉
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
国
税
か
ら
は
田
山
書

記
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
務
省
側
は
、
村
木
人
事
・

恩
給
局
長
が
対
応
し
ま
し

た
。

　

交
渉
で
は
、「
国
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
プ
ラ
イ
ド

「賃下げするが、仕事は

がんばって」ということ

○
復
興
に
便
乗
し
た
公
務
員

給
与
カ
ッ
ト
は
断
じ
て
許
せ

な
い
。
富
裕
層
・
大
企
業
の

優
遇
政
策
を
直
ち
に
是
正

し
、
復
興
に
充
て
る
べ
き
だ

（
東
京
局
支
部
・
竹
村
さ
ん
）。

○
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ま
せ

ん
。
賃
金
カ
ッ
ト
絶
対
反

対
！
（
東
京
中
支
部
・
高
橋

さ
ん
）。

を
か
け
て
震
災
復
興
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
労
働
者
に
、
懲

罰
ク
ラ
ス
の
減
給
を
す
る
の

か
」「
ロ
ー
ン
等
、
固
定
費
も

あ
る
の
に
、　

％
の
賃
下
げ

10

は
耐
え
ら
れ
な
い
」「
年
収
３

０
０
万
円
も
な
い
青
年
に
も

５
％
の
賃
下
げ
を
提
案
す
る

な
ん
て
、
人
間
の
す
る
こ
と

か
」「
い
ま
頑
張
っ
て
い
る
公

務
員
に
対
し
、
政
府
は
他
に

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
、
各
単
組
代
表

か
ら
怒
り
の
声
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

　

全
国
税
か
ら
も
、「
国
債

の
償
却
や
税
制
が
議
論
さ
れ

る
２
次
補
正
を
先
送
り
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
政
府
は
無

努
力
」「
こ
れ
か
ら
、
震
災
対

応
の
行
政
需
要
が
税
務
署
で

高
ま
る
。
そ
の
〝
今
か
ら
本

番
〟
と
い
う
と
き
に
賃
下
げ

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」「
今

で
も
、
土
日
・
深
夜
に
避
難

所
で
税
金
の
説
明
会
が
行
わ

れ
て
い
る
。
彼
ら
の
労
苦
に

報
い
る
こ
と
こ
そ
、
政
府
の

仕
事
だ
」
と
、
提
案
の
撤
回

を
訴
え
ま
し
た
。

　

村
木
局
長
は
、
こ
れ
ら
の

追
及
を
受
け
、「
賃
下
げ
は

さ
せ
て
も
ら
う
が
、
仕
事
は

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
嘯

（
う
そ
ぶ
）
き
、
交
渉
は
一
時

紛
糾
を
極
め
ま
し
た
。

　

国
公
労
連
は
５
月　

日
、

25

政
府
の　

％
賃
下
げ
提
案
を

10

許
さ
な
い
中
央
行
動
を
展

開
。
最
賃
引
上
げ
、
被
災
者

本
位
の
震
災
復
興
を
求
め
る

労
働
者
と
と
も
に
、
政
府
の

賃
下
げ
提
案
の
撤
回
を
求
め

ま
し
た
。
中
央
行
動
に
は
、

官
民
１
３
０
０
名
の
労
働
者

が
参
加
。
全
国
税
は
、
全
国

各
地
か
ら　

名
の
組
合
員
が

14

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

賃下げ提案に反対

押
印
署
名
で
職
場
要
求
を
組
織

神　

田

愛
知
東撤

回
要
求
は
職
場
の
要
求

東京地連・神田分会で取り組まれた押印署名

賃
下
げ
許
さ
ぬ

5月25日
中央行動

全
国
税  
全
国
か
ら　

名
が
駆
け
つ
け
る

14

政府5月25日の交渉で

分会が一斉に貼り出した壁新聞を示す山本書記長

日比谷野外音楽堂で開かれた5・25中央決起集会



(　2　)

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
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〈
解
答
〉

黒
1
の
ツ
ケ
か
ら
3
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
4
に
は
黒

5
で
黒
生
き
で
す
。
黒
1
で

5
は
白
イ
で
黒
死
。
白
2
で

5
な
ら
黒
4
白
2
黒
3
で
黒

生
き
で
す
。

協
議
会　

こ
れ
か
ら
税
務
署
の

行
政
需
要
が
高
ま
る
。
相
談
人

員
の
確
保
、
納
税
者
利
便
に

　　　　　ITで超勤減った！？
「うまくいった」と言う職員はほとんどいない！

行
政
需
要
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
応
え
よ

立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
せ

よ
。

長
官　

被
災
地
以
外
か
ら
応

援
、
電
話
相
談
の
拡
充
や
応
援

職
員
の
拡
充
を
図
り
、
周
知
・
研

修
し
て
円
滑
化
す
る
。

協
議
会　

被
災
地
へ
派
遣
さ
れ

て
い
る
職
員
の
派
遣
期
間
等
、

明
快
な
説
明
を
せ
よ
。

長
官　

行
政
ニ
ー
ズ
の
状
況
を

引
き
続
き
判
断
す
る
。
現
在
派

遣
さ
れ
て
い
る
職
員
に
つ
い
て

指
摘
が
あ
っ
た
の
で
、
対
応
し

た
い
。

派
遣
期
間
の
説
明
に
前
向
き
回
答

冒　頭

　

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
５
月　

日
、
今
年
度
４
回
目
と
な
る

20

川
北
長
官
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
団
交
で
は
、　

％
の
賃
下
げ
を
内
容

10

と
す
る
政
府
提
案
に
対
し
、
反
対
の
意
思
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
た
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
で
の
今
後
の
行
政
課
題
、
確
申
期
・
内
部
一
元
化
の
課
題
や
、
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
、
公
正
で
明
朗
な
人
事
、
組
合
・
沖
縄
差
別
の
根
絶
な
ど
を
議
題
と
し

ま
し
た
。
団
交
に
は
、
藤
平
代
表
委
員
、
後
間
評
議
員
を
は
じ
め　

名
が
参
加
し
ま

15

し
た
。

協
議
会　

確
申
期
の
超
勤
は

減
っ
た
の
か
。

長
官　

震
災
も
あ
っ
た
が
、

全
体
と
し
て
円
滑
に
終
了
し

た
。

総
務
課
長　

Ｉ
Ｔ
等
の
推
進

で
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

超
勤
縮
減
に
努
め
て
き
た
。

個
人
・
管
運
と
も
に
減
っ
た
。

協
議
会　

管
運
部
門
で
は
、

多
く
の
署
が
１
月
か
ら
連
日

超
勤
し
た
。
事
象
を
挙
げ
れ

ば
、
①
小
規
模
署
に
お
け
る

挙
署
一
体
に
自
ず
と
限
界
が

あ
り
、
②
申
告
書
不
送
付
に

よ
る
「
苦
情
の
嵐
」、
手
ぶ
ら

来
署
が
増
え
、
相
談
が
長
時

間
と
な
っ
た
、
③
外
部
会
場

の
「
半
日
交
代
」
が
さ
れ
ず
、

小
・
中
規
模
署
で
は
「
交
代

な
し
」
さ
え
あ
っ
た
、
④
代

打
ち
が
横
行
し
、
ま
す
ま
す

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る
、
⑤

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

派
遣
職
員
な
ど
に
2
対
1
の

相
談
を
強
要
し
た
。

長
官　

例
え
ば
「
不
送
付
」

で
は
、
お
知
ら
せ
は
が
き
の

内
容
改
善
も
し
て
、
昨
年
よ

り
も
送
付
依
頼
が
減
っ
て
い

る
。
決
算
書
準
備
は
な
る
べ

く
周
知
し
て
い
く
。

協
議
会　

当
局
の
言
う
「
円

滑
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。

「
上
手
く
い
っ
た
」と
い
う
職

員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

総
務
課
長　

昨
年
よ
り
は
比

較
論
で
円
滑
に
進
ん
だ
。

協
議
会　

プ
ロ
パ
ー
が
お
ら

ず
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
い

な
い
。
①
国
専
１
年
目
の
全

員
配
置
の
見
直
し
、
②
管
理

運
営
部
門
の
増
員
、
③
拙
速

な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
は
や
め

る
こ
と
、
④
相
談
業
務
の
切

り
離
し
、
の
４
大
要
求
は
職

場
の
総
意
だ
。

協
議
会　

全
国
税
・
沖
縄
国

公
労
全
税
支
部
組
合
員
へ
の

差
別
を
是
正
せ
よ
。

長
官　

組
合
・
職
員
団
体
の

加
入
で
差
別
し
た
こ
と
も
な

い
し
す
る
つ
も
り
も
な
い
。

協
議
会　

川
澄
さ
ん
の
未
昇

格
が
あ
っ
た
。

長
官　

個
別
の
人
事
に
は
答

え
ら
れ
な
い
。

協
議
会　

与
那
嶺
さ
ん
の
６

級
昇
任
・
昇
格
同
時
発
令
を

求
め
る
。

長
官　

職
員
団
体
で
人
事
を

沖
縄
・
与
那
嶺
さ
ん
を

6
級
に

　

庁
の〝
労
組
作
り
〟は
否
定

行
っ
て
い
な
い
。

協
議
会　

国
税
庁
内
に
、
一

部
職
員
団
体
の
設
立
を
指
南

し
又
は
相
談
に
乗
り
、
全
国

税
を
そ
の
議
論
か
ら
排
除
す

る
こ
と
は
、
不
当
労
働
行
為

に
当
た
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
行
わ
な
い
こ
と
。

長
官　

当
庁
と
し
て
は
や
っ

て
い
な
い
。
そ
う
い
う
事
実

は
な
い
。

若手抜てきやめよ

中高年、行（二）に光を

公正で明朗な人事を

協
議
会　

普　

・　

期
、
同

30

31

年
採
用
者
全
員
に
ポ
ス
ト
発

令
せ
よ
。

長
官　

よ
く
職
責
を
果
た
し

た
者
に
人
事
発
令
を
し
て
い

る
。
上
席
の
格
付
け
に
つ
い

て
は
人
事
院
に
要
望
し
た
。

協
議
会　

若
手
抜
擢
を
や

め
、
中
高
年
上
席
の
経
験
と

年
齢
に
相
応
し
い
ポ
ス
ト
発

令
を
せ
よ
。

長
官　

長
年
の
ご
苦
労
は
認

識
し
て
い
る
。
人
事
院
に
も

訴
え
て
き
た
。

協
議
会　

行　

職
員
の
劣
悪

（二）

な
処
遇
を
改
善
せ
よ
。

人
事
課
長　

色
ん
な
制
限
が

あ
る
な
か
で
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

協
議
会　

女
性
の
登
用
で

は
、
人
事
院
の
新
た
な
指
針

に
基
づ
く
計
画
の
内
容
を
前

広
に
情
報
開
示
せ
よ
。
数
値

目
標
を
設
定
せ
よ
。

長
官　

女
性
の
採
用
・
登
用

拡
大
計
画
に
は
研
修
や
幅
広

い
職
務
経
験
な
ど
取
り
組
ん

で
き
た
。
指
針
へ
の
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

協
議
会　

ま
だ
検
討
中
か
。

人
事
課
長　

検
討
中
だ
。
前

広
周
知
と
い
う
こ
と
で
は
、

職
員
周
知
を
予
定
し
て
い

る
。
今
ま
で
も
期
別
に
よ
ら

な
い
人
事
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
登
用
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
だ
。

協
議
会　

い
つ
ご
ろ
か
。

雇
い
止
め
・
不
利
益
変
更
や
め
よ

〝
制
度
の
枠
〟強
調
ば
か
り

協
議
会　

今
年
の
３
月
更
新

時
で
の
雇
い
止
め
が
各
地
で

発
生
し
た
。
①
予
算
理
由
で

採
用
枠
を
減
ら
し
た
上
で
の

公
募
と
い
う
方
式
が
共
通
し

て
い
る
。
②「
能
力
の
実
証
」

の
本
人
開
示
が
な
い
。
③
不

採
用
通
知
を
受
け
た
非
常
勤

職
員
の
「
個
別
事
情
」
が
配

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
④
職
場

で
必
要
不
可
欠
な
職
員
を
雇

い
止
め
し
た
「
無
計
画
か
つ

雇
い
止
め
前
提
の
不
採
用
」

で
あ
っ
た
。

　

労
働
時
間
が
減
ら
さ
れ
た

非
常
勤
も
多
く
、
不
利
益
変

更
に
も
関
わ
ら
ず
労
働
組
合

と
の
協
議
も
な
い
。
一
方
的

な
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更

は
や
め
よ
。

長
官　

非
常
勤
職
員
の
採
用

は
、
国
家
公
務
員
法
の
制
度

の
枠
の
中
で
適
正
に
や
っ
て

い
る
。

協
議
会　

①
賃
金
の
基
準
を

税
務
１
¦
７
と
せ
よ
。
②
当

面
、
病
休
と
忌
引
き
休
暇
を

有
給
と
し
、
夏
季
休
暇
、
結

婚
休
暇
を
制
度
化
し
、
取
得

要
件
を
緩
和
せ
よ
。

長
官　

当
庁
限
り
で
は
で
き

な
い
が
、
①
は
、
賦
課
徴
収

に
携
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

人
事
課
長　

決
ま
っ
て
な
い
。

協
議
会　

結
婚
し
た
男
女
が

一
緒
に
住
め
な
い
と
い
う
よ

う
な
配
転
は
行
う
な
。

長
官　

身
上
申
告
書
を
き
ち

ん
と
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

まだ検討中……。

非常勤課題

「確申期は全体として円滑に終了した」と川北長官。

後間評議員（沖縄全税支部）
組合差別

確申期

震災対応
確申期課題や賃下げ問題など厳しく追及。


